
　　　　　　　　
　　　　　　
テラもげ /ゞ〉
を′′′ ｣

化すっこも
　　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　

　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
“せザ嗽 “ ‐〆こそ

〆ぞず 繊麗匁蕊灘な礎 .
繋げごぬ"絶讃ノ登 臨 な“ r淺淺諺き孫く

　　　
　
　(謹み“整えなん

ミ(

置

　　
　
　

　

　
　　
　
ね鷺きれを

環

小
川
富
也
税
理
士
事
務
所
だ
よ
り
編集発行人
税理士 ･行政書士

小 川 富 也
〒796÷0 068
八幡浜市浜之町180番地
T E L
F A X
0 8 9 4‐2 4‐3 3 5 5
0 8 9 4‐2 4‐2 8 82

乍 2 o乍4



乙̂1月号)

‘＼L･/、曳
く"‐‘■/･焉
/"フ
ノいンLt/pノL■/
し
く!′
くさノも･ノ
もL、/、と■,へ~L■ノミニ
く̂ML■/"~
《訟'
《椰NLt/終>
/"¥
く趨ノ
ノヘ･塗
≦遵ノ
ペ糞′
≦館｣
‘紀悼
もぷ鮨/
転機′
/論浮
く矮噂L･/鮮鮮
ノ凝蔦
杢蕊
奉琵L■'

性

る

条
て

、
の

ン

に

ン

ン
手

　

賃
与

時

産
航
設

産
航

産
航

出
月
と
な
り
ま
す
。

負
担
と
も
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
課
税
の
公

、
給

一

幻
租
料
集

ン

動

、
の

動

、

動

、

法
定
調
書
と
は
、
所
得
税
法
、
相
続
税

平
性
を
害
さ
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
区
分

料
る

、

第
び

･

･
オ

不
舶
利

不
舶

不
舶

法
及
び
租
税
特
別
措
置
法
等
の
規
定
に
よ

や
支
払
金
額
に
よ
り
提
出
不
要
の
限
度
を

給
有
踏

琺
皺
翻
頌
辷
鞘
産
鱗
雍
産
端
産
端

り
、
(平
成
25
年
中
に
)

一
定
の
支
払
い

設
け
て
い
た
り
、
所
轄
税
務
署
に
提
出
す

給
を

職
与

得

ゆ

る
外

ン
金

動

上

す

動
上

動
上
料

等
を
し
た
際
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
所

る
｢給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
｣
と
市
区

俸
質

退
給

所
第

い
(

コ
賞

不
以
存

不
以

不
以
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　

　

の
で
す
。

軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

払
提

収

支

調

っ

例
え
ば
、
従
業
員
に
対
し
て
給
与
を
支

法
定
調
書
に
は
多
数
多
様
の
種
類
が
あ

支

に

徴
出

の

払

あ

払
った
場
合
に
は
』
給
与
所
得
の
源
泉
徴

り
ま
す
が
、
こデしで
は
-般
的
に
会
社
が

階
縞
酬
翻
醍

難

膳

彼

吻

切廃れ縦薄妓蹴矧皓猪篭ご蝸歳物を。
親紬舵説隣劾執撥幾ら笈滞る獺搦め

搦
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於

翹

鰤

鮒

料金Y契約金及び賞斜窃刻拗
調薹理
溜
り
編
%
‘
ラ
3
F
え
る
‘
、
}
"
《
‘

窟
齪割
醐纒

総

帥

拗

熟

“提出が泌懐と読物まけだ
フ≧)、

ヨヒ髭執姿脈れ粉汁荘軒鰤繃“塔粉金
額には
る

"
漉
縦
漏
覊

潔

辯

護
癪
嗜

不動産の勣対代銭蓚髭湯佛た場舒の

鰈日~雌蘂黙考いい幻既稻窃刹ち経)字解繃飢

徽
翹
徽
芻

雜

増

卸

'卸
擬

よ
う
に
源
泉
徴
収
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な

源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提

漸
縞
蹴

駅

雌

掘

雌
倣

い
も
の
に
つ
い
て
も

｢不
動
産
の
使
用
料

出
の
手
引
｣
を
ご
参
照
下
さ
い
。

給
※

退
※

報

不

不

不
料
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年
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望
■

さ
＼
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リ
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こ
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"
1
｣
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‐
&
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小
K
4
d
旧
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謳
胴
』偽

｣宿
勾一躍
師
▼
□

▼盤
周
幻
ゑ

』
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;
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も
嗜
J
程
肥
“
邁
町
田
/イ
ー
J
I
"#
=
ゞ
'
;
,斜

一野
》
淺

蒸

}

“当
せ

･

-
｣
ヱ
J

↓讓
試

き

~

)

"
′
一憂
E
テ
ー

三
百
在
朝
で熟
議
~≧
三
r
.事
h
メ
ーク
事
薹
月

･

刈

}

/

ぎ
汝
滲
弱
篤
だ
浄
い汐
装
澤
Gh蟹
件
汐
装
拶
弱
珠
猪
滓
拶
装
X
稀
ぼ
忍
滲
拶
"
g
hg
浚
装
X
雀
滓
X&

2
0
1
4
年
の
日
本
経
済
は
回
復
傾
向

9
%
上
昇
。
食
料

･
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
い

に
あ
る
こ
と
が
各
種
統
計
か
ら
裏
付
け
ら

た
指
数
は
o
･
3
%
上
昇
し
、
08
年
10
月

れ
て
い
ま
す
。
個
人
消
費
、
設
備
投
資
、

以
来
5
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し

企
業
収
益
の
改
善
を
背
景
に
、
景
気
の
足

た
。
水
準
と
し
て
は
1
9
9
8
年
以
来
、

取
り
が
し
っ
か
り
し
て
き
た
こ
と
が
う
か

約
15
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
す
。

が
え
ま
す
。

景
況
感
の
改
善
を
背
景
に
、
長
引
く
デ

一
方
で
消
費
増
税
の
駆
け
込
み
需
要
の

フ
レ
要
因
と
な
っ
て
き
た
耐
久
財
の
価
格

反
動
で
消
費
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
る

下
落
も
和
ら
い
で
き
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

な
ど
、
本
格
的
な
景
気
回
復
に
は
乗
り
越

や
エ
ア
コ
ン
な
ど
一
部
の
品
目
は
値
上
が

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
。

り
し
て
い
ま
す
。

◆
消
費
者
物
価
指
数
◆

◆
家
計
調
査
◆

総
務
省
が
発
表
し
た
昨
年
10
月
の
全
国

昨
年
10
月
の
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
1

消
費
者
物
価
指
数
は
、
前
年
同
月
比
0
･

世
帯
あ
た
り
の
消
費
支
出
は
29
万
6
7
6

円
と
前
年
同
月
比
0
･
9
%
増
え
ま

湘
固
…国
回
画

団
…団
回

し
た
。
自
動
車
ゃ
冷
蔵
庫
と
い
っ
た

月

耐
久
消
費
財
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ

鱒

%
…
%

鰍
…概
税
-
概
聯

動都濃勝鋏礎惑籍あ嶽れた察鏑

端
』

o
o
…“

o
可

硼

4
月
の
消
費
増
税
に
向
け
た
駆
け
込

標

-

)

み
需
要
も
活
発
で
す
。

緘豊
艶
鰐罐
礎

譜
露
燃
す笙

酬輻
轤
麗
導
導
鍋
離
鱗
擶雙
飜

家

計

消費支出
(1世帯当たり)

o
.
9 % 団

消費者物価
指 数

o
.
9 % 国

雇

用

有効求人倍率 0
･
03挽 回

完全失業率 4
.
o % 回

企

業

･鉱 工 業

-生産指数
o
.
5 % 団

資 本 財
出荷指数

9
.
5 % 団

G D P (国内総生産) 4期連続 団

前
月
に
比
べ
て
0
･
5
%
上
昇
。
輸
出
す

る
半
導
体
製
造
装
置
や
冬
季
商
戦
向
け
の

家
電
製
品
な
ど
の
生
産
が
伸
び
て
い
ま

す
。出
荷
は
同
1
･
8
%
増
え
る
一
方
で
、

在
庫
は
0
･
5
%
減
っ
て
お
り
、
企
業
は

在
庫
を
減
ら
し
な
が
ら
順
調
に
生
産
と
出

荷
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
設
備
投
資
の
先
行
指
標
と
な
る
資

本
財
出
荷
指
数
も
前
期
比
9
･
5
%
上

昇
。企
業
や
消
費
者
の
需
要
が
引
っ
張
り
、

経
営
者
の
投
資
意
欲
も
改
善
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

◆
有
効
求
バ
倍
率
★

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
10
月
の
有
効

求
人
倍
率
は
、
前
月
比
で
0
･
館
秤
上
昇

し
ま
し
た
。
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
求

人
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
で
す
。
新
規
求

人
数
を
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
が
前

年
同
月
比
幻
･
2
%
増
と
大
幅
に
伸
び
ま

し
た
。
円
安
に
よ
る
輸
出
増
で
自
動
車
製

造
の
求
人
が
増
え
、
そ
の
関
連
産
業
に
も

波
及
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

総
務
省
が
発
表
し
た
完
全
失
業
率
は
前

月
と
横
ば
い
の
4

･
0
%
で
し
た
。

◆
国
内
総
生
産

(G
D
P
)◆

内
閣
府
が
発
表
し
た
2
0
1
3
年
7
~

9
月
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
は
、
前

期
比
0
･
3
%
増
、
年
率
換
算
1
･
1
%

増
と
な
り
ま
し
た
。
4
四
半
期
連
続
の
プ

ラ
ス
で
す
。
政
府
の
経
済
対
策
に
よ
る
効

果
が
続
き
、
公
共
投
資
が
前
期
比
6
･
5

%
増
と
大
き
く
伸
び
た
ほ
か
、
消
費
増
税

前
の
駆
け
込
み
を
に
ら
ん
だ
住
宅
投
資
も

2
.
6
%
増
加
し
ま
し
た
。

個
人
消
費
は
0
･
1
%
増
。
自
動
車
や

宝
飾
品
な
ど
の
高
額
消
費
が
引
き
続
き
堅

調
を
保

っ
て
い
ま
す
。

設
備
投
資
は
o
･
2
%
増
。
火
力
発
電

や
自
動
車
な
ど
輸
送
用
機
械
へ
の
設
備
投

資
が
堅
調
で
、
3
四
半
期
連
続
で
プ
ラ
ス

と
な
り
ま
し
た
。

■
本
格
回
復
へ
の
課
題
■

今
年
4
月
の
消
費
増
税
が
景
気
に
与
え

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
増
税
前
の
駆

け
込
み
需
要
の
反
動
か
ら
消
費
者
の
マ
イ

ン
ド
が
急
速
に
冷
え
込
み
、
特
に
こ
れ
ま

で
堅
調
に
推
移
し
て
き
た
耐
久
消
費
財
な

ど
が
強
く
影
響
を
受
け
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
円
安
の
効
果
が
薄
ら
い
で
い
く
こ

と
も
不
安
要
素
で
す
。
円
安
が
進
み
始
め

た
の
は
一
昨
年
の
11
月
頃
か
ら
で
す
が
、

す
で
に
円
安
効
果
は
一
巡
し
て
お
り
、
今

後

一
段
と
円
安
が
進
ま
な
い
限
り
、
逆
に

物
価
上
昇
を
抑
え
始
め
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
消
費
増
税
や
円
安
効
果
の
一
巡
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、
増
税
後
の
き
め
細
か

い
経
済
対
策
や
法
人
実
効
税
率
の
引
き
下

げ
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

企
業
に
お
い
て
も
増
税
後
の
反
動
を
見

越
し
た
在
庫
管
理
の
見
直
し
、
販
売
価
格

の
再
設
定
な
ど
、
新
た
な
経
営
戦
略
を
周

到
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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1月号)

　
　

　　　　
　

　
　
　
　
　
　　
　

　　
　
　

　

　

｢プ
ロ
パ
テ
ィ
の
確
認
｣
(文
書
フ
ァ
イ

報

ル
を
右
ク
リ
ッ
ク
し
て
表
示
)
に
よ
る
作

成
日
時
の
確
認
、
隠
し
フ
ァ
イ
ル
や
隠
し

フ
ォ
ル
ダ
の
検
索
、
加

給

才
を
者

鰍
･
下
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

な
情
報
を
抜
き
出
す
た
め
に
、
膨
大
な
量

ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

脚

2
0
1
4
年
の
日
本
経
済
は
回
復

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
不
安
｣
が
あ
馴

の
メ
ー
ル
の
中
か
ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
怪

こ
の
よ
う
に
、
メ
ー
ル
や
パ
ソ
コ
ン
内

聞
基
調
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

れ
ば
消
費
者
の
財
布
の
ひ
も
が
緩
む
欄

し
い
メ
ー
ル
を
絞
り
込
み
ま
す
。
申
告
漏

デ
ー
タ
の
提
示
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
端

剛
異
次
元
の
金
融
緩
和
と
財
政
出
動
で

の
も

一
時
的
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
臘

れ
等
の
端
緒
を
掴
む
た
め
に
、
｢売
上
｣、

緒
に
不
正
が
見
っ
か
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し

馴
デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
す
ア
ベ
ノ
ミ
ク

に
N
は
本
格
的
な
景
気
回
復
に
は
結
び
っ
聞

｢仕
入
｣、
｢調
整
｣、
｢
□
座
｣、
｢利
益
｣、

て
い
ま
す
。
企
業
に
お
い
て
は
、
パ
ソ
コ

卿
ス
効
果
に
よ
り
･
超
円
高
が
修
正
さ

はの
き
ま
せ
ん
o
企
業
経
営
者
も

｢今
年
酬

｢棚
卸
｣
、
｢報
王已

な
ど
と
い
っ
た
キ
ー

ン
の
メ
ー
ル
や
デ
ー
タ
も
｢帳
簿
書
類
等
｣

臓
れ
、
資
産
価
格
が
上
昇
し
ま
し
た
。

れ
ん
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
｣
と
い
馴

ワ
ー
ド
で
抽
出
し
、
ヒ
ッ
ト
し
た
メ
ー
ル

と
し
て
伝
票
や
元
帳
な
ど
と
同
様
に
税
務

I脚
そ
の
結
果
、
自
動
車
や
電
機
な
ど
の

の
}
う
不
安
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
労
働
脚

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
o

調
査
の
対
象
に
な
る
と
い
う
認
識
を
持
つ

馴
企
業
収
益
が
劇
的
に
回
復
し
て
い
ま

箔嫁
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
る
賃
金
改
正
に
鬮

例
え
ば
、
売
上
注
文
メ
ー
ル
で
は
売
上

こ
と
が
必
要
で
す
。

馴
す
。
▼
し
か
し
、
そ
れ
が
賃
金
や
雇

同
一
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
酬

除
外
さ
れ
た
も
の
は
な
い
か
、
受
注
確
認

ま
た
、
不
正
を
す
る
つ
も
り
が
な
く
て

聞
用
を
増
や
し
、
消
費
を
拡
大
さ
せ
、

生
気

▼
ァ
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
将
来
に
向
け
た
脚

メ
ー
ル
で
は
振
込
先
に
簿
外
ロ
座
が
記
載

も
、
調
査
官
に
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
文

脚
再
び
企
業
業
績
の
回
復
と
投
資
に
結

呈示
安
心
感
を
示
す
こ
rと
が
で
き
れ
ば
、
脚

さ
れ
た
も
の
は
な
い
か
、
仕
入
発
注
メ
ー

言
で
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
な
ど
は
、
無

脚
び
つ
く
か
は
今
な
お
不
透
明
で
す
。

消
費
拡
大
と
賃
金
上
昇
を
促
し
、
本
棚

　

　
　　

ル
で
は
除
外
さ
れ
た
売
上
に
対
応
す
る
も

駄
に
税
務
調
査
が
長
引
く
こ
と
に
も
つ
な

墹
▼
企
業
業
績
の
好
転
で
一
時
的
に
所

格
的
な
景
気
回
復
に
結
び
つ
い
て
い
皿

の
は
な
い
か
な
ど
を
見
て
い
き
ま
す
。

が
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
o

脚
得
や
仕
事
や
増
え
て
も

｢今
年
は
ど

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


